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トピックス5 代表的な論文誌出版者からの相次ぐオープンアクセス誌創刊
　研究論文を無料で公開するオープンアクセスジャーナルの論文が、ジャーナル数・論文数ともに増
加している。これまでオープンアクセスには積極的でなかった、トップジャーナルと言われる有力誌
をもつ大手の出版者も、オープンアクセス誌を創刊し始め、論文誌のビジネスモデルへの影響が注目
されている。また、オープンアクセスが浸透する場合に、著者側である研究者・研究機関などが、大
きな費用負担をどう解決していくかが、今後、より大きな問題になっていく。
　公的資金で行われた研究の成果は、広く共有さ
れるべきだという理念に基づいて、世界中で、論
文のオープンアクセス運動が拡大している。購読
費を取らずに誰でも web 上の論文を無料で読める
ようにするオープンアクセスジャーナルは、ジャー
ナル数・論文数ともに急激に増えている。2000 年
以降に、オープンアクセス誌数は年平均 18％ ず
つ、オープンアクセス論文数は年平均 30％ ずつ増
加し、2009 年には 4769 のオープンアクセス誌で約
191,000 のオープンアクセス論文が発行されたと推
定されている1）。
　オープンアクセス活動は当初は図書館と一部の
研究者を中心に始まり、研究者自身のサーバーや
所属の機関リポジトリに著者の原稿を登載すると
いうセルフアーカイビングの試みに始まり、その
後、PLoS（Public Library of Science）誌に代表さ
れるような図書館が出版を行う試みなども始めら
れた2）。助成団体が助成した研究の成果に対して
オープンアクセス化を義務付ける試みも行われた3）。
　一方、出版者でも著者側が発行費用を負担する
形でのオープンアクセス化が開始され、特にエジ
プト・インド・ブラジルなどの出版事業費用が安
い国でオープンアクセス誌の新刊が続いていた。
大手の商用出版者の中では Springer が比較的積極
的で、医薬系のオープンアクセスプラットフォー
ム Bio Med Central を 買 収 し、 こ れ を 広 い 分 野
に拡張させたプラットフォームである Springer 
Open を 2010 年 6 月に運用開始した。ただし、そ
の他の多くの大手出版者は、購読費モデルに基づ
くまとめ売りをビジネスモデルの主軸としている
ため、これまではオープンアクセスに対しては静
観している状況であった。
　2011 年に入り、これまでオープンアクセスには
積極的でなかったトップジャーナルを擁する大手
の出版者もオープンアクセス誌創刊に乗り出した。
Nature は 2011 年 6 月 よ り Nature Science Report
を創刊し、米国物理学会・Wiley–VCH・Cell Press
なども新刊の計画を発表した（図表参照）。出版者
の中でもトップジャーナルと言われる論文誌を持
つ出版者が参入し始めたことにより、オープンア
クセスは新しい局面を迎えつつある。購読費モデ
ルに基づく商業出版者の寡占とまとめ売りのビジ
ネスモデルによる価格高騰が、これまでのオープ
ンアクセス運動を牽引したとも考えられており4）、
まずは論文誌のビジネスモデルへの影響が注目さ
れている。
　研究開発の推進にとっては、著者負担型のオー
プンアクセス誌が浸透する際に、雑誌によっては
論文あたり 5000US$ にもおよぶ出版費用の負担
を、研究者・研究機関などがどう解決していくか
が、今後、より大きな問題になっていく。海外では、
例えばドイツ研究振興協会はオープンアクセス出
版費用専用の補助を 2009 年から開始している。
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表　代表的な論文誌を持つ出版者の新刊オープンアクセス
ジャーナルの例
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